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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・利用者様の中で、熱発者が出ています。インフルエンザ対策について周知し、感染対策を徹底して行って下さい。

＜利用者様情報＞

・細谷地与蔵様～本日、来所時（9:50）は36.8℃であったが､11:30バイタル確認すると39.0℃の発熱が認められ､体調を確認。昨日より倦怠感が生じており､今朝から咳も認められていたとのことで､帰宅していただいている。妻様へも電話連絡し､内科受診しインフルエンザ検査を実施することを勧め､結果が分かり次第連絡をいただくこととしている。AOM･SGMへも報告済。

・田名部一樹様～｢先週から､音に敏感な感じがする｣等と訴えており､詳細を確認。｢ツララから水が垂れる音や､自宅脇の道路を歩く子供の声が気になる感じ｣等と話しており､先週金曜日に主治医へ相談して薬剤調整してもらったとのこと。｢調子が悪くなる時にこうなるから､気になって｣とのことで､何か変わったことあれば教えていただきたいことを伝えている。
睡眠については、ゲームをする時間を減らし睡眠をとっていると話され、服薬については、ジプレキサの副作用で体重増加を気にされている様子あり、次回担当医へ伝えるようアドバイスしている。
・大久保康弘様～股関節痛があり、食事の下膳などで無理をしている様子も見られる為、昨日、本人と話し合っている。スタッフに下膳などを頼むのは申し訳ないという気持ちもあるが、股関節痛が辛いのでスタッフに頼みたいと話されている。下膳と配膳はスタッフが行い、灰皿の片付けはエレベーターを使用して自分で行うこととしている。
本日、ご家族様が治験の説明を受けており、ご家族から同意を得られている。また、外来受診時に本人から、早めに入院したいと希望聞かれており、部屋の空きがあるとの事で、1/16(金)10：00に入院予定となっている。本人に体調を確認すると、落ち込みはあるが、気分は落ち着いているとの事。また、食欲はあり、精神的におかしいところもあるが、治験に対しての説明は十分に理解しており、いい方にいくのではないか？と感じているとの事。入院については、不安はないとの事。入院まで、本人の病状を観察していく。

・八木橋牧雄様～衣類からの悪臭が強く、入浴しているが着替えは行っていない様子。「家に帰ってから変える」と本人話している。洗濯の頻度を確認すると、別な話題にすりかえており、話そうとしない。洗濯機がないため、下着やズボンは手洗い、その他はクリーニングに頼んでいるとの事。青陽館の洗濯機も使えると説明するも、「同じアパートの奴がたまに貸してくれるし…」と、提案をのむことはない。

・前野　義勝様～本日、朝に連絡あり、「首が右に曲がらない」「首と肩が痛い」と話され、整形外科を受診してくるとのことで、本日ナイトケアは欠席となる。

・東海林康之様～先日、就労継続支援B型ラボーロの体験利用をし、今後の利用を希望している。本人や関係機関と話し合い､調整していく。

＜外来情報＞
・中村　鶴子様～尿検査の結果は問題なし。4月に心理検査実施予定。

・磯島　貴広様～1人暮らしがしたいと話されており、担当医より今後考えていきましょうと説明受けている。本日、糖採血検査実施している。

・清水頭　翼様～就労継続支援B型は嫌なので、A型の空きを待っていると話されている。

・中村　茂　様～本日、採血検査実施している。

・大久保康弘様～本人の入院希望あり、1/16(金)10：00入院予定。本日、心電図検査実施し、異常はなし。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　鈴木　真知子　様）

実施日：H27年1月14日（水）13：30～14：00

担当チーム：櫻田、服部、松橋

参加者：小林、三浦、油津、松橋、佐々木、小屋敷

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	鈴木真知子
	性別
	女
	年齢
	52
	生年月日
	昭和37年4月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・疾病への理解、服薬の習慣化

・病状、生活リズムの安定（共同生活でのマナーを覚える）

・対人交流技能の向上

	本人希望
	お家に帰りたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　5回（最終：H25年8月22日～H26年1月14日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成H26年1月15日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
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・保護者は長姉（看護師）

・入院前に同居していたのは次兄、次姉。次姉は精神科疾患がある。

・兄弟は治療に非協力的で、本人に無関心である。

・浪費があり、本人が母様の貯金を使ってしまったことがある。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	年金受給要件なし
	他H26.1.14～生活保護受給


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、青風荘での生活を維持しながらデイナイトケアへ通所する
	①自分の体調に気をつけ、排便状況を自分で把握することができる。
	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	①体調不良を訴えた際はバイタル測定を行い確認。また、排便の有無を確認する。

	
	②痩せすぎないように、適正体重を保つ。
	②食事を残さずに全量摂取できるようになる。
	②食事摂取量の観察を行い、残食時は声掛けを行う。

	
	③デイナイトケアに毎日通い、プログラムへ参加する。
	③プログラムに休まず、参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	③帰宅要求、デイナイトケアを辞めたいと話した際は理由を確認。適宜アドバイスを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	・自分から不調を訴えることは少なく、スタッフからの声掛けで、不調を訴えることが多い。また、不調の内容についても「パッとしない」と答えることが多く、詳しく伝えることが難しい。
・便秘の際にも曖昧な返答があり、聞く度に発言内容が変化する。
	・自分から不調を訴えることが少なく、発言内容も乏しい。身体面では、便秘があり下剤の調整も必要とされることもある為、体調管理が上手く行えるよう、また、排便状況を把握し、スタッフに伝えられるよう今後もスタッフからの声掛けを続ける必要があり、目標・計画継続とする。

	②食事を残さずに全量摂取できるようになる。
	・食事はほぼ毎食全量摂取できている。少量残すこともあるが、スタッフの声掛けにて食べることができている。

	・食べ物の好き嫌いがあり、摂取状況を観察していたが、体重も痩せすぎることなく、45～47kg(ＢＭＩ19程度)で経過している。摂取状況も問題ないことから、計画は達成とする。

	③プログラムに休まず、参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	・運動やレクリエーションの時間にホールの隅の椅子に座って、不調を訴えて、参加しないことが多い。促しにて参加できることもある。


	・通所の必要性を感じておらず、本人希望は家に帰りたいと話されるが、家族は自宅での生活に対して拒否（病状悪化への懸念等）している状況。現在の生活が維持でき、生きがいとなるものや興味を持てるものに向かって、少しずつ取り組めるようサポートを続ける必要がある。

	その他
	・保清に問題あり、見た目を綺麗にすることは出来るが、綺麗を保つことが出来ない。
・コップを洗わず使用したり、中身が入ったままロッカーに置いてこぼしてもそのままにしたりする。
・コップ洗いの声掛けをしているが、きちんと洗えていない。
・巾着袋を持ち歩いているが、中にごみを捨てずに入れていたり、ティッシュペーパーを丸めて入れてたりする。
	・現状から、不潔傾向・不衛生への意識が付いていないことから、目標へ追加していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、青風荘での生活を維持しながらデイナイトケアへ通所する。
	①自分の体調に気をつけ、排便状況を自分で把握することができる。
	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	①体調不良を訴えた際はバイタル測定を行い確認。また、排便の有無を確認する。

	
	②デイナイトケアに毎日通い、プログラムへ参加する。
	②プログラムに休まず、参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	②帰宅要求、デイナイトケアを辞めたいと話した際は理由を確認。適宜アドバイスを行う。

	
	③スタッフに指摘されたことは、直ぐに行動し直すことが出来る。
	③自分のロッカーや巾着袋を綺麗に保つ。
	③帰荘時、本人のロッカーや巾着袋、コップが綺麗に保たれているか確認する。


↑保護者














